
近
視
の
私
が
眼
鏡
も
な
く
て

明
き
め
く
ら
の
抑
留
生
活
　 

岐
阜
県
　
加
藤
寅
三
　 

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
十
月
、
広
島
に
集
合
し
、
満
州

大
肚
子
川
第
三
七
五
二
部
隊
に
現
役
入
隊
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
ソ
連
参
戦
、
満
州
進
攻
と
と
も
に

私
共
の
南
へ
の
逃
避
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。

八
月
十
六
日
、
武
装
解
除
、
十
日
間
く
ら
い
徒
歩
で
連
行
さ

れ
、
入
ソ
い
た
し
ま
し
た
。
昭
和
二
十
四
年
七
月
復
員
ま
で
約

四
年
間
の
抑
留
生
活
で
し
た
。

抑
留
中
は
ほ
と
ん
ど
伐
採
作
業
で
し
た
。
大
き
な
木
を
切
り

倒
し
、
枝
を
全
部
取
り
除
く
の
で
す
。
雪
の
中
で
の
作
業
は
つ

ら
い
毎
日
で
し
た
。

満
足
の
い
く
よ
う
な
食
糧
は
与
え
ら
れ
ず
、
毎
日
が
空
腹
の

連
続
で
し
た
。
道
に
落
ち
て
い
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
腐
っ
た
の
や

キ
ャ
ベ
ツ
の
し
ん
な
ど
、
手
当
た
り
次
第
拾
っ
て
き
て
飯
盒
で

煮
て
食
べ
ま
し
た
。
餓
鬼
道
と
は
こ
の
こ
と
か
、
哀
れ
と
も
思

い
な
が
ら
、
誰
も
が
や
り
ま
し
た
。

病
気
に
な
っ
て
休
ん
だ
り
、
何
回
、
作
業
隊
と
病
院
を
往
復

し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
太
っ
た
り
、
や
せ
た
り
の
連
続
で
し

た
。
よ
く
も
ま
あ
命
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
も
若
さ
の
せ

い
で
あ
っ
た
と
し
み
じ
み
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
番
困
っ
た
こ
と
は
、
眼
鏡
の
予
備
が
な
く
て
、
近
視
の
私

は
、
ま
る
で
明
き
め
く
ら
同
様
で
し
た
。

コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
、
こ
の
名
前
を
聞
く
た
び
に
、
う
ら
め
し

い
よ
う
な
、
そ
れ
で
い
て
何
か
懐
か
し
い
よ
う
な
、
複
雑
な
気

持
ち
で
す
。
私
達
は
な
ぜ
こ
ん
な
ひ
ど
い
目
に
遭
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
今
更
何
を
し
て
く
れ
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
せ
め
て

ロ
シ
ア
は
抑
留
の
実
態
に
つ
い
て
、
い
い
加
減
な
ウ
ソ
は
や
め

て
真
実
を
明
ら
か
に
し
て
、
真
撃
な
謝
罪
の
姿
勢
を
見
せ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
、
も
う
一
度
現
地
へ
渡
っ
て
、
あ
の
地
に
命
を
落
と
し

た
多
く
の
戦
友
達
の
御
墓
参
り
を
し
て
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
昨
今
体
の
調
子
が
思
わ
し
く
な
く
、

そ
れ
も
行
け
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
は
る
か
に
安
ら
か
な
冥
福



を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

ロ
シ
ア
で
受
け
た
政
治
教
育
　 

岐
阜
県
　
梶
田
利
男
　 

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
五
月
、
満
州
黒
河
山
神
府
九
八

四
輜
重
隊
に
入
隊
。
七
月
に
チ
チ
ハ
ル
挺
身
大
隊
に
転
属
。
八

月
、
ハ
ル
ビ
ン
で
終
戦
、
武
装
解
除
を
受
け
て
、
十
月
に
貨
車

に
積
み
込
ま
れ
て
入
ソ
。
十
一
月
、
タ
イ
セ
ッ
ト
地
区
カ
ス
タ

マ
ー
ロ
収
容
所
へ
入
る
。
作
業
は
伐
採
で
あ
っ
た
。

二
十
一
年
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
て
ソ
フ
ホ
ー
ズ
農
作
業
。

二
十
二
年
、
グ
リ
シ
オ
に
て
ブ
ロ
ッ
ク
製
造
作
業
。

二
十
三
年
、
チ
ェ
レ
ン
ホ
ー
ボ
ー
に
て
炭
坑
作
業
。

食
糧
は
エ
ン
バ
ク
、
小
豆
、
黒
パ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
等
満
足
に

は
ほ
ど
遠
い
、
量
質
と
も
に
最
低
で
あ
っ
た
。

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
政
治
学
校
へ
六
ヵ
月
入
校
し
、
政
治
教
育
を

受
け
た
。
日
本
人
の
共
産
党
員
が
、
マ
ル
ク
ス
か
ら
始
ま
っ

て
、
日
本
の
旧
体
制
打
破
を
熱
心
に
ア
ジ
っ
て
い
た
。
若
い
僕

達
は
、
そ
ん
な
も
の
か
な
あ
と
思
っ
た
程
度
で
、
特
に
影
響
は

な
か
っ
た
。
あ
れ
も
こ
れ
も
、
日
本
へ
帰
る
た
め
の
儀
式
だ
と

割
り
切
っ
て
行
動
を
し
た
。

こ
の
よ
う
に
現
地
で
政
治
教
育
を
受
け
た
者
が
た
く
さ
ん
お

り
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
人
達
が
、
帰
国
後
半
月
く
ら
い
で

す
べ
て
を
洗
い
流
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

昭
和
二
十
四
年
九
月
、
ナ
ホ
ト
カ
よ
り
乗
船
、
舞
鶴
上
陸
、

復
員
。食

事
は
馬
糧
の

大
豆
、
コ
ウ
リ
ャ
ン
、
　 

豆
か
す
で
あ
っ
た
　 

岐
阜
県
　
古
田
強
　 

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
九
月
一
日
、
名
古
屋
第
一
三
部

隊
入
隊
。
九
月
四
日
、
下
関
港
よ
り
出
港
。
九
月
十
五
日
、
満

州
第
二
六
三
部
隊
入
隊
。

昭
和
二
十
年
三
月
一
日
、
満
州
第
二
六
三
六
部
隊
配
属
。
八




